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こんな研究を

しています 

現代のネット社会はどうなるのか、インターネットが我々をどのように変えるのか、これはテクノロジの
みの問題ではなく、広く人間の知的な営みに関わる問題であり文化の問題です。私たちはネット社会を「多
文化情報空間」ととらえて、その特性や問題点を情報学の立場から学んで行きます。特にネット社会での
より良い自己実現を目指して、ソーシャルメディア、メディアリテラシ教育、Webを基盤とする情報配信、
eLearningやePortfolio等の教育工学的手法の研究に関心があります。 
   最近の研究関心はテキストマイニングなど機械学習の手法を用いてインターネット上のビッグデータ
を分析することです。またメディア情報処理とミュージコロジーの観点からコンピュータ音楽、電子楽器
について研究をしています。 
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ほかに、こんな

ジャンルに関

心をもってい

ます 

情報学（インターネット、情報メディア論）, 教育工学（特にePortfolio 、eLearning ） 
電気・計算機工学（信号とシステム、通信、確率過程、機械学習） 
音声情報処理（音声認識、音響モデル、対話システム、ロバストネス） 
ディジタル信号処理（特にコンピュータ音楽、音響、マルチメディア） 
応用言語学（異文化コミュニケーション） 

こんな授業を

行なっていま

す 

現代社会をメディアとしての諸特性においてとらえ分析することを目指しています。 
 
【多文化情報メディア論ⅠA 】 
インターネット上のテキストや話題性の抽出、感情分析、ジャンルの分類、コンテンツの参照関係などを
機械学習の手法を活用してコンピュータで分析します。現代のネット社会をメディアとしての諸特性にお
いてとらえ、文化情報学的なアプローチでビッグデータの特徴量を分析するなかから、異文化理解に資す
る視点の開拓を試みています。 
とくにインターネット上の言説に着目し、大規模データの分析手法やメディアデータとしての特徴や書物
との違いについて学びます。 
 
【多文化情報メディア論ⅠB 】 
音楽と楽器をテーマとしてとりあげる。スミソニアン学術協会が中心となって編纂するArtefactsシリー
ズより、アメリカ、イギリスとヨーロッパでの電気楽器、音楽制作との関連を学びます。文献購読にとど
まらずフィールド録音、映画音楽、放送音源など様々なメディア媒体を活用して、演奏の記録や音楽史上
での関連事項についても調べ理解を深めます。ミュージコロジーのさまざまな研究領域について認識でき
る。ここで取り扱うそれらの楽器や音楽手法に触発された現代の芸術家とその活動についても関連を学び
ます。 

学会や社会で

こんな活動を

しています 
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以前の研究内容です 
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